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　登別と聞いてわた
したちは温泉という
イメージしか浮かん
できません。登別市
は温泉観光地として
全国的に有名で、観
光を地域活性化の基
幹としていますが、

観光だけが地域活性化の方法なのでしょうか。市民の
より良い生活を実現することも地域活性化の重要な要
素ではないでしょうか。
　わたしたちは、内部からの地域活性化を提案します。
　この提案は、市の中心地に居住施設を建てることか
ら始まります。施設内には居住施設のほか、ケアハウ
スなどの介護施設、育児施設、公共施設などを併設し
ます。その施設を中心に市民同士の自由交流を促進し
て新しいコミュニティの創出を図ります。そのため、
施設内に住民のコミニュティ形成の場として市民スペ
ースを設けたいと思います。
　そのコミュニティをきっかけに、地域に貢献してい
こうとする方々が集まり、実際に活動していくことが
できます。
　わたしたちは人と人とのつながりの形成のために市
の中心部に人を集め、そこに集まった人たちが地域活
動を支援し、市全体を活性化させていくことが重要だ
と考えます。
　市は市民の負託では成り立ちません。市民が一市民
として地域の問題に興味を持ち、自ら率先してまちづ
くりに貢献することで、観光資源や文化、歴史などに
とらわれないまちづくりができるのではないでしょう
か。
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　中国は、経済発展で富裕層が増
加しており、中国から出国した海
外旅行者は、 ５年で　２.８　倍に急増
しています。 ２００６年には約３,４００万
人の海外旅行者が、このままのペ
 ー スだと２０１５年には５,０００万人を
超える見通しです。 この５,０００万人
いとうのは台 湾の 総人口約 ２,３００

万人、韓国の約４,８００万人を上回る数字です。
　そこで中国に注目し、観光政策を支えるための『温
泉コンシェルジュ』を提案します。
　この温泉コンシェルジュの担い手は、シルバー人材
センターの高齢者や幼児、小学生です。幼児や小学生
には初級中国語教育を行います。簡単な言葉でも話せ
れば外国人観光客も安心します。大事なことは、外国
人観光客の不安感
を取り除くことで
す。
　そして、高齢者
には観光案内を担
っていただき、そ
のときには小学生
と高齢者がチーム
になります。
　この政策では、
他国の文化に触れることで見聞を広めることができ、
地元の観光や歴史を理解することができます。これら
を行うことで真の国際人を育成することができるので
はないでしょうか。
　わたしたちが考える真の国際人とは、自分たちの文
化に誇りを持ち、外国の人に紹介できることです。
　また、小学生を取り入れることで長期間続く観光政
策になるのではないでしょうか。
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　▲市職員に質問する学生

　ロハスとは、地
球環境保護と人々
の健康を最優先し、
持続可能な社会の
あり方を志向する
生活スタイルのこ
とです。

　それに『登別らしさ』として温泉や自然、食べ物、
そして健康や持続可能性などを盛り込んだ登別版ロハ
スというものを考えました。
　健康の面からは、海や山の幸を盛り込んだ健康食品、
温泉を利用した美容や治療、自然を利用して運動する
ことで健康になるというライフスタイルなどが考えら
れます。

　また、環境の面から
は、温泉を利用した地
熱やホテルの排食油を
再利用することなどが
考えられます。
　このようなことで、
温泉の差別化が図れま
す。登別といえば温泉
というイメージが１番強いと思いますが、ロハスのよ
うな違う視点で見ることやエネルギーなどの環境に力
を入れることで、登別温泉自体に新しいキャッチフレ
ーズが生まれると考えられます。これにより、登別市
が再度注目されることが期待されます。
　２つ目として、修学旅行生の誘致です。これは持続
可能性の面からですが、環境問題に取り組んでいると
いうことから、社会学習の一環として修学旅行で登別
市に来ていただけるのではないかと考えます。
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　▲観光客へのインタビュー
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